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品目別個票

「 検 証 シ ー ト 」

品目名 ４ ばれいしょ

望ましい食料消費 生産努力目標

目標値等 ■国内消費仕向量 （単位：万ﾄﾝ） ■ 国内生産量 （単位：万ﾄﾝ）

９ １５ ２２ ９ １５ ２２
（ ）基準年・実績値

H H H H H H

４０９ ３６６ ４１６ ３４０ ２９３ ３５０

（ ）■ 人･ 年当たり純食料 単位：1 1 kg

９ １５ ２２H H H

１６．５ １５．２ １９

ばれいしょ１人当たり消費量につい 単収については、基本計画の目標には

ては、食の簡便化・外部化の進展によ 達していないものの増加傾向にある（Ｈ

り、フレンチフライやサラダ等の加工 ９： → Ｈ ： )3,300kg/10a 15 3,310kg/10a

需要が増加しているものの、家庭内で が、農家の高齢化や労働力不足等による

調理する青果用の需要が減少している 労働収益性の高い他作物への転換の進

ことから、 年度においては と 展、需要量の減少による青果用の販売価15 15.2kg

なり、望ましい消費水準である 格の低下、需要が拡大している加工食品19.0kg

を下回って推移。このため、国内消費 用適性品種の普及に遅れがみられること

仕向量も基準年を下回って推移。 などから、作付面積は目標を下回って推

移しており（Ｈ 目標： 千 →Ｈ22 100 ha

： 千 、生産量も目標を下回って15 88 ha）

推移。

生産努力目標の実 ① 実需者との連携の強化

現に向けて取り組 ② 生産･加工･流通の各段階における低コスト化等１割程度の供給コストの低減

むべき課題 ③ 加工適性の高い品種のほぼ全量の導入や品種に応じた病害虫対策等の栽培技

術の励行

望ましい食料消費■

これまでの主な取 ・特定畑作物等緊急対策事業の実施により、①レトルト、有色ポテトチップ等

組み の新製品の開発、色素抽出等新規用途の開拓、②ばれいしょの持つ健康機能

性等について消費者の理解を深め、需要回復につなげる活動等を推進。

・需要が堅調な加工食品用について、調理適性に優れた「さやか 、低温貯蔵」

（総合評価 食料自給率目標の状況の検証 頁）30
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（総合評価 食料自給率目標の状況の検証 頁）31

しても糖の生成しにくいポテトチップ向けの「きたひめ」等の品種を育成。

青果用では、食味の良い「十勝こがね 「春あかり」等の品種を育成。」、

生産努力目標■

○実需者との連携強化

・実需者が参加した産地毎の協議会を 年より開催（ ： 市町村）し、12 H15 56

実需者との連携による新規用途の開発・評価、加工適性品種の導入･普及、

品種に応じた病害虫防除体系の確立、担い手の一層の規模拡大、高性能機械

の導入、発生予察の活用等省力化栽培技術の普及定着等の取組みを実施。ま

た、実需者、生産者、試験研究機関が直接意見交換するための「ばれいしょ

加工適性研究会」を 年度に設置。５用途・２６系統、のべ７１系統につ15

いて評価を行った。

○生産･加工･流通の各段階における低コスト化等１割程度の供給コストの削減

・産地における担い手への作付集中、省力化の推進による加工用ばれいしょの

生産コストの削減、大規模集出荷・貯蔵施設の整備による選別保管経費の削

減等を推進。

○加工適性の高い品種のほぼ全量の導入や品種に応じた病害虫対策等の栽培技

術の励行

・加工食品用をはじめ、青果用、でん粉原料用についても、用途毎のニーズに

対応した品種を導入。

・また、品種に応じた病害虫対策等については、そうか病 抑制技術の確立（注）

、 。や新品種の現地導入についての実証試験を実施し 定着を図っているところ

（注）追肥などの影響で、土中の炭素率が急激に下がったときなどは 「そうか病」の原因とな、

る放線菌が大量発生して、斑点状に腐ってしまう病気。

望ましい食料消費施策の検証 ■

・特定畑作物等緊急対策事業による新規用途の開拓や需要回復等の取組みを推

進しているが、特に青果用需要の減少の要因とされる家庭内での調理機会の

減少により、全体の需要を拡大させるまでの効果は得られていない状況。
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（総合評価 食料自給率目標の状況の検証 頁）32

図－１ 国内消費仕向量の用途別内訳の推移（左）と国内生産量の用途別

内訳（１５年産 （右））

資料：生産局調べ

生産努力目標■

○実需者との連携強化

・実需者が参加した産地毎の協議会を 年より開催（ ： 市町村）する12 H15 56

とともに、実需者、生産者、試験研究機関が直接意見交換するための「ばれ

いしょ加工適性研究会」を 年度に設置しているが、取り組み期間が短い15

こと等もあり、有効な需要拡大にはつながっていない。

○生産･加工･流通の各段階における低コスト化等１割程度の供給コストの削減

・産地における担い手への作付集中、省力化の推進による加工用ばれいしょの

生産コストの削減、大規模集出荷・貯蔵施設の整備による選別保管経費の削

49.5 /kg減等を推進してきたことから 供給コストは 約９％削減 ９年産 円、 、 （

→ 年産 円 ）され、ほぼ目標を達成。14 44.9 /kg

・一方で、農家の高齢化や労働力不足等から他作物への転換が進んでいること

から、生産量は減少傾向。

○加工適性の高い品種のほぼ全量の導入や品種に応じた病害虫対策等の栽培技

術の励行

・加工食品用をはじめ、青果用、でん粉原料用についても、用途毎のニーズに

対応した品種の導入が進展しており、農家自家消費等の作付けを除けば導入

率は９割以上（加工適性品種の導入率：９年産 ％→ 年産 ％ 注86 14 89

：農家自家消費等の品種不明面積除く）となっており、ほぼ目標を達成。

・また、品種に応じた病害虫対策等については、そうか病抑制技術の確立や新

品種の現地導入についての実証試験を実施し、定着を図っているところ。

・一方で、需要が堅調な加工食品用は、国産ばれいしょが実需者が求める品質

基準等を十分に満たしていないため、フレンチフライ等を中心に６割程度が

輸入品となっており、需要の変化に対応できていない状況。
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○ 課題の達成状況

（ ）・供給コスト 円／ → 円／ ％減H9:49.5 kg H14:44.9 kg 9.3

・加工適性品種の導入率

H9:86% H14:89%→

注：農家自家消費等の品種不明面積除く

（総合評価 食料自給率目標の状況の検証 頁）33




